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第3図　陸上移動局通話テスト
　（数字は感度明瞭度を示す）
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ストの結果は，門前一本部間の感度，明瞭度共に5でホ

イップアンテナで十分その目的を達した．また本部から

門前に至るまでの通話状況は，秋田市内とのテストは雑

音と感度の低下でしばしば不能となり，市外に出ると感

度明瞭度は漸時上昇し2～5となった．この実験の結果

ホイップアンテナでは地形の状況，障害物の有無が非常

に影響することがわかった．

　5．　結　言

　今回の実験で特記すべき点は，ジープに無線局を設置

した結果，ジープの活用が能率化されたこと，観測各班

への人員器材の輸送，連絡が早くなったこと，テレメー

タレーダ班のトランスポンダの電波伝播テスト，京大班

の発音弾テストのように移動させての実験の通信連絡が

可能なことであり，今後も上述のような点でその偉力を

ますます発揮するものと信ずる．終りにこの飛しょう実

験ごとに協力をいただいた秋田海上保安部，同通信所，

各巡視船通信室，ヘリコプタ通信室の方々，ならびに無

線局の免許に関して便宜を計って下さった電波庁，関東

電波監理局，ジープ用3W無線機の製作をしていただ

いた沖電気KK，無線局免許手続にご協力下された当所

業務掛に厚く感謝する．　　　　　　　　（1957．9．10）
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　　　　　　　　表　紙　写　真

　カッパ皿型3号機の飛しょう航跡を示す・下方太線

がブースタの航跡．上方細線がメインロケットの航跡

である．メイン・ロケット燃焼終了直前から大きく揺

れていることが確認された．

　観測地点：ランチャー方向から北へ約103°・500m

　使用カメラ：P－20航空用Ziss製・　レンズ：焦点

距離200mm　Topogon，　f：5・6画面寸法30cm×30cm，

フィルム：Kodak　Super　XX，　Aerographic丘lm・
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